
 

   

株式会社はとバス（東京都大田区／代表取締役社長 中村靖）の、2014 年度（はとバス会計年度：

2014 年 7 月 1 日～2015 年 6 月 30 日）の 東京観光輸送人員は 886,409 名（速報値）で、前年度比

96.5％（31,909 名減）と推移しました。邦人向けツアーは前年度より減少したものの、訪日客向け

の英語・中国語でご案内するツアーは、訪日客の増加に伴って好調な結果となりました。 

 

区分 2014 年度人員（名） 2013 年度人員（名） 前年比（％） 

東京観光・昼コース 668,240 696,773 95.9 

東京観光・夜コース 120,583 143,852 83.8 

団体貸切増発便 14,032 9,785 143.4 

上記（邦人向け）合計 802,855 850,410 94.4 

英語コース 64,288 55,124 116.6 

中国語コース 19,266 12,690 151.0 

上記（訪日客向け）合計 83,554 67,908 123.0 

合計 886,409 918,318 96.5 

 

◆◆◇2014 年度の動向◇◆◆ 

1. 訪日客向けツアー（英語・中国語でご案内するツアー）好調 

 訪日客向けの英語・中国語でご案内するツアーは、現在26コースご用意しています。今期は83,554

名（前年度比 123.0％、15,646 名増）の方にご利用いただきました。訪日客向けツアーのお客さま

が 8 万人を超えたのは、1991 年度以来 23 年ぶりのことです。＜別表Ⅰ＞  

なお、ツアーの言語別では、英語ツアー64,288 名（前年度比 116.6%、9,164 名増）、中国語ツア

ー19,266 名（前年度比 151.0％、6,576 名増）で、年間を通して一番多いのは、桜の時期である 4

月のご利用となっています。＜別表Ⅱ＞ 

2014 年度（会計年度・2014 年 7月 1日～2015年 6月 30日） 

はとバス 東京観光 輸送人員 88 万 6,409名 

訪日客向けツアーは前年比 123%、23 年ぶりに 8万人越え 
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中国語コースでは、「富士山五合目と山中湖温泉」ツアーに 5,764 名（前年度比 126％）のご利用

があり、一昨年から好調です。なお、箱根山の火山活動が活発化し、警戒がなされている箱根への

ツアー「箱根周遊と温泉露天風呂」に関しましては、立ち寄り場所の変更等を行った上でツアーを

実施しており、ご利用人数は、4,745 名（前年度比 168.3％）となっています。 

別表Ⅰ（単位：人）              別表Ⅱ（単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 邦人向けツアーの動向 

開業 3 年を迎え、東京スカイツリー入場付コース（全 17 コース）の人気が落ち着いてきました。

今年度は 206,906 名がご利用となり、前年度よりも減少しています。（前年度比 86.3％、32,951 名

減） 

しかし、4 月にコース改訂を行い、短時間（所要 3.5 時間）でお手頃な料金の東京スカイツリー

入場付コース「東京スカイツリー半日ライナー」を発表したところ、3 か月間で 11,844 名のご利用

がありました。出発のお時間を午前便か午後便でお選びいただき、ぷらっとご乗車いただける利便

性が魅力であり、平均乗車率は 96.8%の人気コースです。 

今までのスカイツリーコースは、お食事がつく１日コースが主流となっていました。しかし利便

性の高い短時間コースを発表したことにより、空き時間を使ってお手ごろな料金でスカイツリー観

光をお楽しみになりたい、というお客さまの需要にお応えすることができるようになりました。今

後も更なる利用の増加が期待されます。 

 

さらに、3 月の北陸新幹線の開業により、3～6 月は北陸方面の旅行会社からの団体貸切増発便の

ご利用が増えました。（前年度比 125％）こちらは北陸の旅行会社を通じたお申し込みであり、直接

申込みのお客さまを含めると、去年よりも更に多くの北陸のお客さまにご利用いただいていると考

えられます。 

今後も、邦人向けツアーにおけるこの傾向は続くと考えられ、お気軽にご乗車いただけるような

短時間コースにも注目し、お客さまの需要に合わせたコースを発表してまいります。 

 

 

 

本件に関する報道関係の方からのお問合せは 下記までお願いいたします。 

■ 株式会社はとバス 広報室  ＴＥＬ．（０３）３７６１‐８１２８ 

担当：石川、古井戸、相田 

 

本リリースは国土交通記者会、東京都

庁記者クラブに同時配布しています。 

 


